
庁      議  

              日時： ６月２５日（木）ＡＭ８：３０ ＜庁議室＞ 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

【市長挨拶】 

 

 

 

 

 

【協議事項】 

１ 損害賠償の額の決定及び和解についての専決処分について        市民生活部長 

 

 

 

【連絡事項】 

１ 太田市地域防災計画等の見直しについて                総務部長 

 

 

２ （仮称）太田市運動公園市民体育館建設事業設計・施工一括       文化スポーツ部長 
プロポーザル審査結果の報告について 

 

 

 

【その他】 

１ 令和元年度太田市マネジメントシステムの活動報告について       企画政策課主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 
◆ 次回庁議予定 ◆ ７月 ８日（水）ＡＭ８：３０～＜庁議室＞ 案件名報告： ６月２６日 (金)PM5:00 
                                    資料提出：  ７月 １日 (水)PM5:00 



６ 月 ２５ 日 庁議提出案件           資料No. 1   
○内 容 【 協議事項  】 

○公 開 【 可 】 

○公開時期【 委員会・委員会協議会後 】 

 

             市民生活部長 氏名 石坂 之敏 内線（TEL2400） 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

 

【 表 題 】 

  損害賠償の額の決定及び和解についての専決処分について 

 

【 目 的 】 

  公用車の運転中に発生した事故に関し、損害賠償の額を定め、和解することについて、地

方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第１項の規定により専決処分したことを報

告するものです。 

 

【 概 要 】 

１ 公用車の運転中に発生した事故による損害賠償表 

 
専決処分日 

損害賠償額 

（損害額） 

過失 

割合 
事故概要 

1 令和2年6月18日 
2,023,681円 

（2,023,681円） 
10割 

令和元年８月７日発生。職員の運

転する市営無料バスが、前方右側

に停車していた乗用車を左方から

避けようとしたところ、歩行中の

相手方に気付かず、後方からその

右肩に当該市営無料バスの左ミラ

ーを接触させ、転倒させたことに

より、相手方が負傷したものです。 

 

２ 本件に関し、市と相手方との間には、上表に記載のほか、一切の債権債務関係がないこと 

を相互に確認しました。 

 

３ 損害賠償の支払い  

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 一般自動車保険にて対応しました。 

 

４ その他 地方自治法第１８０条第２項の規定により、令和２年７月委員会協議会あてに報

告します。 

 

【 備 考 】 

 

＊ 問い合わせ先  市民生活部 交通対策課 公共バス運行管理係 46－0344 ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ  



  ６月２５日 庁議提出案件            資料No.１ 

●内 容 【 2.連絡事項 】 

○公 開 【 1.可 】 

○公開時期【 2.委員会・委員会協議会後 】 

 

               総務部長 氏名 髙島 賢二  内線（TEL）2300  

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

【 表 題 】 

  太田市地域防災計画等の見直しについて 

 

【 目 的 】 

  令和元年東日本台風の検証結果を踏まえた太田市地域防災計画の改訂及び優先的に見直

しを行っている業務について、進捗状況を報告するものです。 

 

【 概 要 】 

１ 太田市地域防災計画の改訂について 

・ 公募型プロポーザルにより業者選定を行い、令和2年5月29日付けで委託契約を締結

しました。 

 委託業者：株式会社 アイ・ディー・エー（群馬県高崎市倉賀野町4221番地13） 

 契約金額：12,595,000円 

 業務内容：地域防災計画、災害対応基本マニュアル、避難勧告等の判断・伝達マ 

ニュアル、水防計画の改訂、市民向けの地域防災計画概要版の作成等 

・ 庁内関係部局を交え修正案を作成し、年末にパブリックコメント、3月上旬に太田市

防災会議の審議を経て、年度末に完成予定です。 

 

２ 水害時に開設する避難所の指定について 

・ 避難所を３グループに分け、災害規模に応じて段階的に開設します。 

（詳細は別紙１のとおりです。） 

グループ 開設する避難所 

第１避難所 各地区の行政センター（尾島行政センターを除く）を開設 

第２避難所 中学校（城東中、尾島中を除く）を中心に追加開設 

第３避難所 災害の規模や避難者の状況に応じ、小学校等を順次追加開設 

第１福祉避難所 第一老人福祉ｾﾝﾀｰ、老人福祉ｾﾝﾀｰかたくりの里、老人福祉ｾﾝﾀｰ藪塚いこいの湯 

・ 想定される浸水深が0.5ｍ以上の避難所は、原則、開設しません。 

・ ホームページ及び広報おおた防災特集号（8/1号）にて周知を予定しています。 

 

 ３ 地区の拠点となる避難所の整備について 

・ 中学校を各地区の拠点となる避難所と位置づけ、避難所の開設・運営にあたる職員

160名（1避難所10名、5名2班体制）を指定しました。（名簿は別紙２とおりです。） 

・ 今後、各中学校に防災倉庫を設置し、備蓄物資（食糧、水、毛布）及びMCA無線機の

配備を行い避難所機能の充実を図ります。 

 



  

４ 災害情報共有システムの導入について 

・ 現場の状況や対応状況等について、災害対策本部と防災関係課で情報共有ができる

体制を構築するため、新たに「災害情報共有システム」を導入し、８月から試験運

用を開始し、10月から本稼働の予定です。 

（主な機能）・被害状況などの各種情報を入力し、グーグルマップ上で一元管理 

      ・スマートフォンを介し現場映像の伝送・共有 

      ・避難所の避難者数などの情報を管理・共有 

 

 

 

【 備 考 】 

 

＊ 問い合わせ先   総務部 災害対策課 災害対策係 内線3452 47-1916 ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 



 

 

 ６月２５日 庁議提出案件            資料No.２  
●内 容 【 2.連絡事項 】 

○公 開 【 1.可 】 

○公開時期【 2.委員会・委員会協議会後 】 

 

            文化スポーツ部長 氏名 長谷川 幸浩 内線３６００  

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

 

【 表 題 】 

  （仮称）太田市運動公園市民体育館建設事業設計・施工一括プロポーザル審査結果の報告

について 

【 目 的 】 

  （仮称）太田市運動公園市民体育館を建設するため、設計・施工一括プロポーザルを実施

し、請負業者を選定するものです。 

【 概 要 】 

  １ 事 業 名   （仮称）太田市運動公園市民体育館建設事業設計・施工一括プロポ 

ーザル 

２ 特定業者   （仮称）関東・梓特定建設工事共同企業体 

（設計企業：株式会社 梓設計  代表取締役社長 杉谷 文彦） 

（施工企業：関東建設工業 株式会社  代表取締役 髙橋 明） 

３ 参加業者   １者 

４ 選 定 日   令和２年６月１７日（水） 

５ 選定委員   ５名 

  ６ 事 業 費   ５，４００，０００，０００円（消費税を含む） 

  ７ 事業期間     令和２年度～令和５年度 

  ８ 事業内容     （仮称）太田市運動公園市民体育館の建設に係る、設計業務、建設 

工事及び工事監理業務 

 

 

【 備 考 】 

   問い合わせ先   文化スポーツ部 スポーツ施設管理課 東部スポーツ施設係 

４５－８１１８ ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 


